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ＮＨＫ公開セミナー 「狩野永徳展」

問い合わせ 
　ラポルテ市民サービスコーナー　緯31-3130

■窓口ご利用時間

　平日(月～金曜日)　午前10時～午後７時

　土・日・祝日　　　午前10時～午後５時

■休 業 日　９月20日(木)・10月11日(木)

■交付内容　住民票の写し、印鑑証明書、戸籍

　全部・個人事項証明書、外国人登録原票記載

　事項証明書、市民税県民税課税証明書、固定

　資産課税台帳記載事項証明書等

【ご注意】土・日・祝日と、平日の午後５時15分以降

　は、除籍・改製原戸籍謄抄本、税務証明等は受け

　付けのみで、証明書発行は翌開庁日となります。

　※各種届出・登録の手続きは、市役所市民課へ。

ラポルテ市民サービスコーナー

美術博物館の催し
問い合わせ　美術博物館　緯38-5432(〒659-0052　伊勢町12-25)

みんなで歌いましょう

■日時　９月28日（金）午後１時30分～３時　■会場　美術博物館講義室　■指導　加藤

純子(歌)、沖倫子(ピアノ)、I LOVE ASHIYA　■参加費　入館料、1,000円(野ばら社刊・

歌集『愛唱名歌』がないかたのみ)　■申し込み　直接会場へ

連 続 講 座「 菅 楯 彦 の 世 界 」

■日　　時　①10月７日 ②10月14日③10月28日（日）午後２時～３時30分＜全３回＞　

■会　　場　美術博物館　講義室　

■内　　容　①「菅楯彦と風俗画」明尾圭造本館学芸課長

　　　　　　②「菅楯彦とその時代」元関西大学教授・肥田晧三氏

　　　　　　③「菅楯彦について」倉吉博物館館長・前田明範氏

■受 講 料　3,000円（入館料含む）※コーヒー・お菓子付

■定　　員　50人

■申し込み　往復はがきで、住所・氏名・年齢・電話番号を記入の上、９月25日（火）＜必

着＞までに上記へ

浪華風俗を描く　～菅楯彦の世界～
　浪華の風俗画家・菅楯彦（1878〜1963）展。狩野派、四条派、浮世絵を独学で学び、中

国絵画や仏教美術のほか漢学・国学にも造詣が深かっ

たことで知られます。　軽妙洒脱と評されるその作品

に、古き良き大阪の情緒を、ひいては懐かしき芦屋の

床の間の面影を感じ、浪華大阪が有していた趣味性の

高さと、上品な文化を感じ取ってください。

■期　間　10月６日～11月18日＜月曜休館＞

　　　　　午前10時～午後５時(入館４時30分まで)

　　　　　※ただし、10月８日(月・祝)は開館。

　　　　　　翌９日(火)は休館します。

■会　場　美術博物館　第１・第２展示室

■出展数　約200点

■観覧料　一般500(400)円、大高生300（240）円、中学生以下無料　＊(20人以上の団体料金 )

「住吉御田植女」菅楯彦画／

絹本淡彩(昭和10年ころ)

谷崎潤一郎記念館の催し

　【ロビーギャラリー】　福寿一三　絵画展

■期間　９月20日～10月21日＜月曜休館＞午前10時～午後５時(入館は午後４時30分ま

でに・最終日は午後３時で終了)※ただし、10月８日(月・祝)は開館。翌９日(火)休館　

■会場　谷崎潤一郎記念館ロビー　■内容　福寿一三(大正13年生まれ。自由美術協会・

日本美術家連盟会員)の風景画（国内外）・静物画　■入館料　300円

　【谷崎文学朗読会】　「源氏物語」朗読シリーズ　第８回「 賢木 　その１」
さかき

■日時　９月22日(土)午後１時30分～３時　■会場　谷崎潤一郎記念館講義室　■朗読

者　朗読グループＲＳＴ・加藤順子/松島和子　■会費　1,000円（入館料・ドリンク代含

む）　■定員　30人（要予約）※当日キャンセル不可

　【文学館講座】　「ちょっといい文章」書いてみませんか？講座

■日時　９月27日・10月25日・11月22日(木)午後２時～４時　■会場　谷崎潤一郎記念

館講義室　■内容　挽きたての珈琲とともに、あなたの残しておきたい思い出や湧き出

る想いを文章に　■講師　大阪芸術大学講師・篠原嘉彦氏　■会費　2,500円（入館料・ド

リンク代含む）※初回に３回分をまとめてお支払いください　■定員　20人（要予約）　

■申し込み　上記へ

公民館の催し

秋 の 公 民 館 講 座「 親 学 講 座 」

■日　　時　10月12日・19日・26日（金）午前10時～11時30分＜全３回＞　

■会　　場　市民センター218室　

■内　　容　①「ストレス解消でプラス思考の子育て」

　　　　　　　　日本メンタルフィットネス協会代表・下口雄山氏

　　　　　　②「言葉が乱れている今だから…大人こそ絵本を楽しもう」　　　　　　　　

おはなしなんでもや・吉岡美奈子氏

　　　　　　③「『食』について考える－子どもの心と体の安全を守るために」

　　　　　　　管理栄養士・松井元子氏

■受 講 料　1,000円（ＰＴＡ会員500円）

■定　　員　60人　※応募多数の場合は抽選(市内在住優先)

■託　　児　１回300円＜要予約＞

■申し込み　はがきまたはファクスで、住所・氏名・電話番号、託児希望のかたは子ど

もの年齢と性別を記入し、９月25日（火）までに上記へ

秋の公民館講座・開講記念講演会
■日　　時　９月28日(金)午後１時30分～３時15分

■会　　場　ルナ・ホール

■テ ー マ　万葉歌人　額田王と鏡女王

■講　　師　大阪市立大学名誉教授・直木孝次郎氏

■定　　員　先着600人

■申し込み　不要・直接会場へ

【講師プロフィール】

　京都大学文学部卒業。大阪市立大学教授、岡山大学

教授、相愛大学人文学部教授、甲子園短期大学教授を

経て、現在、大阪市立大学名誉教授。1989年大阪文化

賞受賞。2004年井上靖文化賞受賞。主な著書に、『日本

古代国家の構造』『壬申の乱』『日本古代兵制史の研究』

『飛鳥奈良時代の研究』『古代河内政権の研究』など。 直木　孝次郎氏

■日時　10月５日（金）午後２時～３時30分　■会

場　ルナ・ホール　■テーマ　狩野永徳の新しい

絵画空間－その成立と特質をめぐって　■講師　

美術史家・川本桂子氏　■申し込み　往復はがき

問い合わせ　公民館　緯35-0700/FAX31-4998(〒659-0068　業平町8-24)

問い合わせ　公民館　緯35-0700(〒659-0068　業平町8-24)

(１枚に１人)に、住所・氏名・電話番号を記入の上、

９月19日（水）〈必着〉までに、公民館「ＮＨＫ公開

セミナー」係へ。※参加者には、10月16日から11月

18日まで、京都国立博物館で開催の、特別展覧会

「狩野永徳」の招待券（１人１枚）を進呈します。

【文学・歴史散歩】

初秋の鶴林寺・
石の宝殿・浄土寺

～「しげ真」のごちそう～

■日時　10月19日(金)午前10時～午後５時(予定)　■集

合　ＪＲ芦屋駅南口　■内容　播磨の法隆寺と言われる

鶴林寺や生石神社の三大奇石と浄土寺を、小田博先生と

一緒に訪ねるバスツアー(加古川の料亭「しげ真」で昼

食)　■講師　元芦屋市立美術博物館学芸員・小田博氏　

■参加費　13,000円　■定員　25人　■申し込み　メー

ルまたはファクスで下記へ

問い合わせ　谷崎潤一郎記念館　緯23-5852/FAX38-3244

Ｅメール　ashiya-tanizakikan@rhythm.ocn.ne.jp

問い合わせ　谷崎潤一郎記念館　緯23-5852/FAX38-3244

Ｅメール　ashiya-tanizakikan@rhythm.ocn.ne.jp

芦屋のまちづくり計画

「第３次芦屋市総合計画」を頒布

■「第３次芦屋市総

合計画」在庫本を、行

政情報コーナー（市役

所北館１階）、ラポルテ

市民サービスコーナー

で頒布しています。

「第３次芦屋市総合計画」
計画年度：平成13年度～平成22年度

20.9㎝×29.6㎝／120頁／

   頒布額　500円

問い合わせ　行政経営課　緯38-2009 

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。

７より大きいほどアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【ＳＳ】

不溶性の固形物。水質汚染の原因になる【ＢＯＤ】生物化学的

酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

「下水」の水質検査結果　下水処理場　緯32-1291

活性汚泥
法処理に
よる基準

平成19年8月1日平成19年7月18日
項　目

　　
試験日

晴　れ晴　れ天　　　候
29.1℃26.8℃気　　　温
処理水流入水処理水流入水検　水　名
26.026.424.024.9水　　　温（℃）

5.8～8.66.97.46.87.4Ｐ　　　Ｈ
70以下071378Ｓ　　　Ｓ（葵/渥）
20以下3114396Ｂ　Ｏ　Ｄ（葵/渥）

3,000以下072,00006,000大腸菌群数（個/悪）
前　日　晴　れ
前々日　晴　れ

前　日　曇　り
前々日　　雨　

備　　　　　　考

２広報あしや●　平成19年（2007年）９月15日号　No.97２

シリーズあしや子ども風土記

市民マナー条例

迷惑行為やポイ捨てのない美しい街へ

９月１日から喫煙禁止区域内の違反者に過料を徴収

問い合わせ　環境課　緯38-2050 「
芦
屋
市
清
潔
で
安
全
・
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条
例
」（
市
民
マ
ナ
ー
条
例
）

　　市内の道路や公園などの公

　共の場所で、歩行中や自転車

　の乗車中などには、たばこを

　吸わないようにしましょう。

※罰則はありませんが、マ

ナーの向上にご協力くだ

さい。

　市内の道路や公園な

どの公共の場所で、飲

食物の空き缶・びん・

ペットボトル・食べ物

の包装紙・たばこの吸

い殻・紙くずなどを投

げ捨てることを禁止し

ます。

【罰則】

　違反したときは、罰金(10万円以下)を科します。

　夜間(午後９時～午前６時)に、市内の公園や海

岸・河川敷など公共の場所での花火を禁止します。

　規制の対象は、回転・走行する花火、爆発音の

する花火、打ち上げ花火やロケット花火などです。

【罰則】

　違反したときは、罰金(10万円以下)を科します。

　ＪＲ芦屋駅周辺を

「喫煙禁止区域」と

指定し、区域内では、

定められた喫煙場所

(右図参照)以外での

喫煙を禁止します。

【罰則】

　違反したときは、

　2,000円の過料を科します。

　市内の道路や公園などの、公共の場所などでの

落書きを禁止します。

【罰則】

　違反したときは、罰金(10万円以下)を科します。

　犬を、市内の道路や公園などの公共の場所など

で運動などをさせるときは、常に、リードや鎖な

どで制御しなければなりません。また、犬がふん

を排泄した場合に

は、そのふんを回収し

なければなりません。

【罰則】

　違反したときは、 

   罰金(10万円以下)

　を科します。

【喫煙禁止区域内の喫煙指定場所】

　●喫煙されるときは、必ず上記６カ所の「喫煙指定場所」の
　　いずれかでお願いします。

　●禁止区域の境界となる道路は、歩道も含まれています。

　●喫煙禁止区域内であっても、建物内や駅構内については
　　条例の範囲外となっています。

　本市では、６月に「清潔で安全・快適な生活環境の確保に関する条例」(通称・市民マ
ナー条例)を施行、９月１日からは、喫煙禁止区域内の喫煙指定場所以外での喫煙者に
対して2,000円の過料を科しています。
　喫煙禁止区域内では、歩行喫煙だけでなく、自転車などに乗っているときや路上に
立ち止まっての喫煙も禁止です。また、全市内でも、たばこの吸い殻や空き缶等の投
げ捨て、飼い犬のふんの放置、夜間の花火、落書き等も禁止しています。
　条例の趣旨をご理解いただき、市民の皆さんのご協力をお願いします。

夜間の花火

たばこの吸い殻・空き缶等の

投げ捨ての禁止

歩行喫煙の規制 路上喫煙の禁止

落書きの禁止

飼い犬のふんの

放置等の禁止
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水道まめ知識

Ａ Ｑ
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問い合わせ　水道工務課　緯38-2084問い合わせ　水道業務課　緯38-2081

■美術博物館・市役所売店で

販売しています。

※第１集「伝記・物語」・第２集

「歴史さんぽ」・第３集「植物

のかんさつ」・第４集「小さな

生きものたち」・第５集「文学

さんぽ」と第９集「写真で見

る芦屋今むかし２」は各400

円。第６集「芦屋の地名をさ

ぐる」・第８集「描かれた芦屋

の風景」は各500円。

※第７集「写真で見る芦屋今

むかし１」は完売しました。問い合わせ　美術博物館　緯38-5432


